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概要：気が利くシステムのための多様なデバイスを組み合わせるアーキテクチャの提案を行い，多様な外
部デバイスの差異を吸収する部分を GotAPIを用いて構築する手法を提案する．

An Architecture for Smart Systems Using Various Devices

1. はじめに

ユーザに対し予測的に提案や動作を行うシステムがあ

る．それらは時として人間の期待にそぐわない動作をする

ことがある．また，予測システムごとにモデルやデータの

利用法などが異なるため，共通のモデルを利用することが

困難である．そこで本稿では気が利くシステムのための多

様なデバイスを組み合わせるアーキテクチャの提案を行

う．「気が利く」システムとは，ユーザの予期を考慮した最

適な動作を行うシステムであり，様々なデバイス利用する

ことでよりユーザに応じた動作をすることができる．予期

は人間の情動に関係している [1]ので，気が利くシステム

を構築する際には感情に関係するデータを取得する必要が

あると考える．このアーキテクチャには，多種多様な外部

デバイスの差異を吸収する部分がある．現在，デバイスや

センサに用いられている通信プロトコルは様々で統一され

ていない．これらの通信プロトコルを意識しながらシステ

ムを構築していくことは困難である．そこで各デバイスに

プラグインを用意することで統一のインタフェースでデー

タを制御することができるGotAPI[2]を利用して気が利く

システムの構築を行おうと考えた．

2. 提案アーキテクチャ

筆者らは既存研究や既存の予測システムから，気が利く

システムのための多様なデバイスを組み合わるシステム
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アーキテクチャを提案した．この提案アーキテクチャは大

きく次の 3 つの役割に分けることができる．

データ構築 デバイスのばらつきに対応する役割がある．

多様なデバイスをうまく組み合わせるためには，デー

タの取得・解釈をいかに効率よく機能させるのかを考

える必要がある.

モデル構成 種々の予測や動作決定を行うためのモデル

を構成する役割がある．

モデル精練 予測モデル・動作モデルを精練するための

データを作成する役割がある．

このアーキテクチャはさらに 6 つのモジュールに分けら

れる．

1. データ取得モジュール 4. 動作決定モジュール

2. データ解釈モジュール 5. 評価モジュール

3. 予測モジュール 6. 学習モジュール

1 は外界から取得した生データを扱うモジュールであ

る．データ取得のためのデバイスはセンシングデバイスと

入力デバイスの 2 種類とする．センシングデバイスは赤外

線センサや温度センサなど，人間の意志の有無にかかわら

ずデータを取得するデバイスとする．入力デバイスはキー

ボードやマウスなど，人間が意識的に入力を行うことで

データを取得することができるデバイスとする．2 はセン

シングまたは入力された生データを意味のある加工データ

に解釈するモジュールである．3 は予測に関するモデルを

扱うモジュールである．4 は予測モジュールの結果を受け，

最適な動作を決定する部分である．5 は動作した結果が

ユーザにとってふさわしかったかどうかを評価するジュー

ルである．動作した結果がユーザにふさわしかったかどう
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図 1 GotAPI を用いた予測システムの構成

かは，予期をどれほど考慮できていたかということである．

予期を考慮するために，予期とかかわりの大きい「感情」

に着目する．6 は評価データを受け取り，それぞれの予測・

動作モデルの精練データを作成するモジュールである．

3. 気が利くシステムとGotAPI

筆者らが考案した気が利くシステムのアーキテクチャに

対して，GotAPIを利用した実装手法を提案する．

3.1 GotAPI

GotAPIはWeb技術を使ってスマートフォンと外部デ

バイスの連携などを実装するフレームワークで，Webア

プリやスマートフォン OS上で動作するネイティブアプリ

から，多種多様な外部デバイスにアクセスするためのイン

タフェースを統一することを目的としている．図 2に示す

ように，スマートフォン内部ではGotAPI Serverと呼ばれ

る HTTPサーバが起動される．GotAPI Serverは REST

ベースの APIをアプリに提供し，レスポンスは JSONを

採用している．

3.2 気が利くシステムとGotAPIアーキテクチャ

GotAPIによって支援される部分は，図 1に示すように，

デバイスやセンサを利用して入出力と評価を行う 1・2・4・

5のモジュールである．1ではデバイスから得たデータをプ

ラグインに送り，デバイスごとのデータを統一的に扱える

ようにする．2で扱うデータには 2種類あり，データに解

図 2 GotAPI のアーキテクチャ

釈を加える必要のないデータ（温度データなど）と解釈が

必要なデータ（画像データ内の車の動きなど）がある．前

者はプラグイン側で処理できるが，後者はアプリケーショ

ン側で処理する必要がある．4はアプリケーション側の予

測モデルから得られたデータを，統一的なインタフェース

でデバイスに送るモジュールで，データを送るデバイスの

決定も行う．5では人間が動作した結果をデバイスを介し

て取得する．ここで利用されるプラグインに人間の感情に

関するデータを定義することで，人間の予期に関するモデ

ルを精錬するためのデータを作成することができると考

える．

4. おわりに

GotAPIを用いて気が利くシステムを構築するためには，

予測モデルが利用しやすいデータをプラグインでどのよう

に構築すべきかが重要である．また，各モジュール間のつ

ながりや，受け渡しされるデータの定義の仕方などを考え

る必要がある．
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